
第 22回 国立環境研究所琵琶湖分室セミナー 

「魚類からみた陸水環境の再生研究： 

琵琶湖の水位変動がコイ科魚類の初期生態及ぼす影響ほか」 

 

日時：2019年 3月 1日（金）15：00-16：00 

セミナー講師：山本 敏哉（豊田市矢作川研究所） 

 

1. 今から 25年近く前の 1990年代半ばに、演者が琵琶湖沿岸の水生植物帯で取り組んだコイ科魚

類の初期生態について「琵琶湖の水位変動がコイ科魚類の初期生態及ぼす影響」を焦点に、当

時のデータを用いて紹介する。 

 

2. 2014年に中央ヨーロッパに滞在した際に見聞したドナウ川流域の氾濫原再生等の事例や人々の

水辺空間への接し方の特徴について解説する。 

 

3. 愛知県中部を流れ、ダムが連続する一級河川矢作川（やはぎがわ）におけるアユの生息環境改

善を目指した野外実験に関して、「再生の実践」を主眼に紹介する。 



魚類からみた陸水環境の再生研究：
琵琶湖の水位変動がコイ科魚類の初期生態

及ぼす影響ほか

山本敏哉



紹介内容

• 琵琶湖の水位変動がコイ科魚類の初期生態及ぼ
す影響

• 欧州の河川再生（2014年～）

• 矢作川における河床改善実験（2017年～）





山ノ下湾

南湖西岸
調査場所



沖側から岸方向 岸側から沖方向

調査場所の風景

25～40ｍの奥行きあり



琵琶湖の水位調整がコイ科仔魚
におよぼす影響

• コイ･フナ類の産卵場所としてのヨシ群落

• 瀬田川の洗堰による水位調整の強化

• 5月下旬以降の水位低下の影響を調査

（1992年～）
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カイムシ亜綱

ポドコーパ目
枝角目

アオムキミジンコ属

餌となる微小甲殻類の形態

サイズ：200～800μm
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餌となる微小甲殻類の季節変化
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降水

Bosmina属の日周変化（1994年5月12～13日観測）
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ヨシ群落内の水域のDo、水温、pH

茶色でラベルした月:Ｐ＜0.05(Mann-Whitney U-test)

1997年に琵琶湖の10ヶ所のヨシ群落で測定（カッコ内は測定回数）

項　目 月 リター上の水域 リターのない水域
溶存酸素濃度 (mg/L) ５月 5.7± 3.5 (25) 11.0 ± 1.3 (5)

６月 2.3 ± 2.3 (20)   6.7 ± 2.1 (12)
７月 2.1 ± 2.3 (50)   6.2 ± 3.9 (15)

水 温 (℃ ) ５月 18.4 ± 1.3 (25) 19.1 ± 1.9 (5)
６月 22.3 ± 2.6 (20) 21.8 ± 1.8 (12)
７月 24.8 ± 2.4 (50) 27.2 ± 1.2 (15)

p H ５月 6.3 ± 0.2 (21)   7.5 ± 0.7 (5)
６月 6.5 ± 0.3 (20)   7.1 ± 0.4 (12)
７月 6.5 ± 0.4 (50)   7.1 ± 0.9 (15)

リター上の水域の溶存酸素濃度は有意に低い



干出したヨシ群落
（新旭町）

孤立した水たまり



酸欠により死亡した
ブルーギルとウシガエル



リタｰの堆積厚の調査方法

• 園芸用の棒（長さ120cm）に目盛りを入
れ、現地でめり込む深さを測定

• 底が固くなってこれ以上めり込まない
深さで砂礫底になると判断

• リタｰ層の下が粘土の場合は棒に付着し
た底質の状況で厚さを判断



ヨシ群落の横断面形状の測定地点

調査期間：1997年4月～7月
調査場所：
琵琶湖岸 ９ヶ所
内湖 １ヶ所
の合計10ヶ所で測定

測定頻度
水 深 １～２ｍ間隔

リターの厚さ ５～１０ｍ間隔
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１０ヶ所のヨシ群落より算出した
リター上水域の減少量
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卵と仔魚の探索調査（1996年）

卵の探索調査
10分間一定の範囲を探索
採集したコイ・フナ卵の個数を把握

仔稚魚の探索調査
タモ網１０すくいあたりの採集個体
数



コイ・フナ類仔魚の出現量

１０尾以上 １～９尾 ０尾

１０すくい当たりの採集数

４月下旬 0 12 2 0 0 0 760 22 10

上旬 1 140 56 0 0 0 0 9 0

中旬 20 2 4 0 0 0 0 2 3 3 2 2 4 0 0

下旬 1 7 0 3 8 0 1 6 2 7 28 0 1 7 1 3 0 11

上旬 0 1 1 1 0 1 22 1 0 0 0 0

中旬 0 0 0 9 18 0 0 0 0

下旬 0 0 0
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まとめ

• リターと対応した微細分布

• ５月下旬の水位低下で生息空間
の７割以上が消失

• ６月以降、産卵が抑制されてい
る可能性



水位調整をめぐっての提言事項

• 梅雨に備えての５月下旬の低下を軽減する

• 降雨による水位上昇の後の低下速度をゆるや
かにする

• 水ー陸エコトーンの土地利用を長期的視点よ
り見直す

（1999年）



山本敏哉

ウィーン留学報告

2015年11月6日



◆ 氾濫原の自然再生のいま
その規模、仕組み、支える人々

◆ ヨーロッパの水辺を中心とした風景

ドナウ川（ウィーン市内）



ウィーン

300km



ドナウ川（保屋野2003）

1. エポックメーキングとなったのが、80年代にウィーン郊外、
ドナウ氾濫原の森を舞台にわきおこった「ハインブルクダム反
対運動」

2. 1984年、ダム建設計画により失われる氾濫原林の伐採の反対
運動を展開。WWFオーストリアを先頭に、コンラッド・ローレ
ンツ他の科学者、政治家、自然保護団体が参加

3. 私有地だった411haを、12万人の寄付金（740億円）をもとに
WWFが買い取る

4. 1986年には政府も方針を撤回、国立公園化へ方針転換。

5. この411haを含む1万haを1996年に「ドナウ氾濫原国立公園」
に指定. 85年にドイツで設立された「WWF氾濫原生態研究
所」の存在が大きい
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未再生の区間 修復した区間
Schmutz et al(2013)

Ecological effects of rehabilitation measures 

at the Austrian Danube…… Hydrobiologia





55ヘクタール購入

植物2種の再導入

魚類2種の再導入

放流















川での過ごし方

活動の種類







コイはローマ時代（西暦300年頃）から
いたことがわかるので外来種とは考えられて
いない



トーマス･カイスルさん

寄付金の状況について
企業から
個人から

カタリーナ・ユングヴァースさん



◆ 寄付は7割が個人（主に中間層）から。年率3％で増加
中。

◆ 個人の中間層が中心なのはハインブルクダムの時も。
◆ 寄付の申し出は多くの企業からあるが、多くはお断り

している
◆ 企業とは製品を通じてタイアップ

をはかることを重視
◆ 寄付の文化はオーストリアは

30年の歴史。先進国であるアメ
リカやイギリスに学んでいる



ヨーロッパ河川再生会議にて

コカコーラ・ヨーロッパが賞金25,000ユーロ
(約340万円）のスポンサー



◆ 釣りはライセンス制、ガサガサもできない

◆ 釣り人、釣り具店は極めて少ない

◆ 水生生物の本も少ない

◆ 水族館でも海の魚がメインで、琵琶湖博物館
やアクアトトのように地域の淡水魚を網羅し
た施設ではない。

→ インパクトのある生き物の展示のみ

研究者や行政、NGOのプロが生物の保護に携わる



豊田自動車の堤工場でビオトープ



アーマーコート化の解消によるアユの
生息環境の再生実験



矢作川の流域

国土交通省提供



矢作川って、どんな川？

• 愛知県中央部を流下する一級河川
• 幹線流路延長 ─ 118km
• 流域面積 ─ 1830 km2

• 流域人口 ─ 130万人
• 本川には、河口から34-80kmの範囲に農業、

工業、上水道、発電用の7つのダム
• 7つのダムが創り出す湛水域は18.7km
• 流域全体では35のダムと堰堤
• 平均水利用率 ─ 41.2％
（1977〜2007 平均）



アユの生活史

産卵

仔魚の流下

稚魚の遡上



アユの一生を追って



背景
• 1998年以降、明治用水頭首工の左岸魚道

にて天然アユ調査会と共働で毎年アユの
遡上数を観測



アユの遡上モニタリング

（１）天然アユの遡上数の経年変化（明治用水頭首工）

2018年は230万尾の遡上数を観測

2018年

緩やかな増加傾向



1990年代の釣果の減少
（古鼡、河口から44km上流）

・河床のアーマリング
・カワシオグサの繁茂
・冷水病？



川口、広瀬、古鼡、豊田大橋の釣果
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川口と広瀬では横ばい、古鼡と豊田大橋では減少傾向



調査候補地（ソジバ、河口から54km上流）
阿摺ダム（河口から55km上流）

ソジバ



２０１７年度実験区の概要‘



投入予定の矢作ダム湖（豊田市牛地町）の礫

1 m

8-20 cmの

礫を利用



コケ植物の被度の比較
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 対照区では7月まで増加、出水後に減少
 礫置き区ではほとんど確認されず
 10月出水後の現地踏査ではコケが減少



アユの調査

❖潜水観察

–なわばりアユ・群れアユの生息密度

– 5月11日～9月27日、2～4週間に1回の頻度

– 1名の調査員が這って進む

–なわばりアユの判定は他個体アユを攻撃した
のを確認した時点で

❖友釣りによるアユの調査

–（6月27日～ 9月29日 週に1回の頻度）



実験区内でのアユの分布

7月下旬以降、礫置き区でアユの数が増加

★9/27に礫置き区でなわばりアユを確認（全体の0.57％）



生息密度の季節変化

7月下旬以降、礫置き区の生息密度は対照区の5倍以上
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フランスでダムの付け替えが始まる
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